
Go To Eat キャンペーン事業の目的

➢ Go To Eat キャンペーンは、感染予防対策に取り組みながら頑張って

いる飲食店を応援し、食材を供給する農林漁業者を応援するものです。
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新しい生活様式に基づいた外食の愉しみ方

➢ 食事の前には、手洗い・消毒をしましょう。

➢ 咳エチケットを守り、会話は控えめにしましょう。

（食事以外はマスクをしましょう）

➢ 三密を回避し、換気に協力しましょう。

（混雑時間を避けましょう）

➢ 感染防止対策が実施されている店舗を利用し

ましょう。
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GoToEatにおける対象飲食店

➢日本標準産業分類「76 飲食店」に該当する飲食店

⇒店内飲食をメインとしないもの（宅配ピザ屋などのデリバリー専門店、持ち帰り専門店、移動販
売店舗（キッチンカー）、カラオケなど他のサービスの提供をメインとする店舗など）は「76 飲食
店」に該当せず、対象外。

➢ 「76 飲食店」であっても、客への接待・遊興などを伴う飲食店※は除外

⇒キャバクラ、ショーパブ、ガールズバー、ホストクラブ、スナック・料亭（接待を伴うもの）は対象外。

※風営法の「接待飲食等営業」、「特定遊興飲食店営業」に該当する飲食店。

食堂、レストラン
専門料理店（日本料理店など）
そば・うどん店
すし店
酒場、ビヤホール
喫茶店
オーセンティックバー など

〔店内飲食をメインとしないもの〕
デリバリー専門店
持ち帰り専門店
移動販売店舗（キッチンカー）
カラオケボックス
〔接待・遊興を伴うもの〕
キャバクラ、ショーパブ、ガールズバー、
ホストクラブ
スナック・料亭（接待を伴うもの）

など

対象飲食店 対象外

※飲食店が自ら行うテイクアウト・デリバリーは、食事券及
びポイント利用の対象

（参考）
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食事券（給付金868億円）

➢ 登録飲食店で使えるプレミアム付食事券（購入額の25%分を上乗せ）
◆地域の飲食店で使える食事券（例:１セット1万2,500円を1万円で購入）の発行事
業者を都道府県、政令指定都市及び特別区単位で公募

◆購入制限：１回の購入当たり2万円分（上記の例では２セット/人まで）
◆おつりは出ない
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【地域の登録飲食店で利用可能】
券の回収

４

①食事券の販売



オンライン飲食予約（給付金616億円）

➢ オンライン飲食予約サイト経由で、期間中に飲食店を予約・来店した消費者に対し、次回以
降に飲食店で使用できるポイントを付与
◆昼食時間帯は500円分、夕食時間帯（15:00～）は1,000円分のポイントを付与
◆ポイント付与の上限は、１回の予約当たり10人分（最大10,000円分のポイント）
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①予約・来店し、
ポイントを使って食事

【来店１回目】

【来店２回目以降】

飲
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②代金から
ポイント分割引

（次回使えるポイントも付与）

５
（※）新規加盟飲食店については、キャンペーン期間中の月額基本料を無料とすることを事業参加の要件とする。
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事業の流れ
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実績取りまとめ・報告

キャンペーン参加支援事業者

委託契約

委託契約

委託契約

実績報告

実績報告
食事券発行事業者（複数）

【 47都道府県・政令指定都市・特別区の団体等】

※商工会議所、商工会又は商店街振興組合を県・政令指定
都市・特別区単位でまとめて申請する団体等が実施。

（※）給付金の適正執行を確認
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